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本校の実情をお知らせし、教育問題、社会問題等に関する本校校長小川義男の見解などをお読みいただくため「狭山ヶ丘通信」を発行いたしております。また、本校ウェブサイトにて
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歯
舞
、色
丹
の
極
小
島
の
返
還
で
ご
ま
か
そ
う

と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
私
は
思
う
。

　
北
方
領
土
は
、千
島
列
島
全
体
が
完
全
に

我
が
国
の
も
の
で
あ
る
。特
に
大
切
な
の
は
、択

捉
、国
後
の
、巨
大
二
島
で
あ
る
。択
捉
は
、ハ

ワ
イ
本
島
と
同
じ
く
ら
い
大
き
い
。

　「
寸
土
を
奪
わ
れ
て
怒
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
民

族
は
、や
が
て
本
土
を
失
う
。」

  

戦
争
に
よ
る
回
復
は
危
険
だ
と
し
て
も「
返

せ
　
返
せ
」
と
、千
年
で
も
叫
び
続
け
る
こ
と

が
決
定
的
に
大
切
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
ア
メ
リ
カ
に
も
不
満
が
あ
る
。ハ
ワ
イ
へ

の
攻
撃
が
、奇
襲
で
あ
っ
た
の
は
、真
実
で
は
あ

る
ま
い
。現
に
あ
の
と
き
、湾
内
に
空
母
は一隻

も
い
な
か
っ
た
。

　
山
本
五
十
六
提
督
は
、ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て

も
、国
際
法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、宣
戦
布
告

な
し
に
開
戦
す
る
よ
う
な
男
で
は
な
い
。こ
こ

に
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
政
治
的
嘘
が
あ
る
。

　
し
か
し
今
、ア
メ
リ
カ
は
信
頼
で
き
る
同
盟

国
で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
の
み
で
な
く
、世
界
の

国
々
と
連
携
し
、国
際
平
和
を
守
り
抜
く
こ
と

が
、何
よ
り
も
大
切
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
ロ
シ
ア
の
国
民
、文
化
、自
然
が
大
好

き
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
は
文
明
大
国
で
も
あ
る
。偉
大
な
ト

ル
ス
ト
イ
の
作
品
は
、こ
の
国
に
生
ま
れ
た
。私

は
彼
の『
ア
ン
ナ・カ
レ
ー
ニ
ナ
』を
繰
り
返
し

繰
り
返
し
読
ん
だ
が
、天
才
ト
ル
ス
ト
イ
を
生

ん
だ
の
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、今
は
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
の
大
地

だ
。こ
う
し
た
天
才
を
生
ん
だ
ロ
シ
ア
は
文
明

と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
軍
用
車
は
止
ま
っ
た
ま
ま

動
か
な
い
。じ
っ
と
待
っ
て
い
る
。全
員
が
渡
り

切
る
の
を
見
届
け
た
の
か
、軍
用
車
は
轟
音
を

立
て
て
空
知
大
橋
を
渡
っ
て
行
っ
た
。私
に
は
、

あ
る
種
の
感
動
が
あ
っ
た
。

　「
彼
ら
も
人
間
だ
っ
た
の
か
」

私
の
驚
き
は
大
き
か
っ
た
。

　
今
、ロ
シ
ア
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
軍
事
支
配
し

よ
う
と
し
て
い
る
。元
々
は「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主

義
共
和
国
連
邦
」に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
組
み
込
ま

れ
て
い
た
の
だ
が
、フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
両
氏
の
尽
力
で
、ソ
連
内
の
国
々
は
、そ
れ
ぞ

れ
自
立
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
ソ
連
時
代
の「
ソ
ビ
エ
ト
」傘
下
の
国
々
が
、

ど
れ
ほ
ど
惨
め
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
か

は
、生
徒
諸
君
の
叡
智
で
調
べて
み
る
と
良
い
。

狭
丘
祭（
文
化
祭
）で
成
果
を
発
表
す
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
私
は
実
際
に
解
放
さ
れ
た
東
西
ド
イ
ツ
の

人
々
が
、ぶ
ち
倒
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を

実
際
に
目
撃
し
て
い
る
。

　
侵
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け

で
は
な
い
。

　
我
が
国
の
北
方
領
土
も
、国
際
法
に
違
反

し
、ロ
シ
ア
に
不
法
占
領
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

亡
く
な
っ
た
安
倍
元
総
理
は
、プ
ー
チ
ン
氏
と

親
し
か
っ
た
。彼
は
、そ
の
親
し
さ
の
中
か
ら
、

不
法
占
領
さ
れ
た
北
方
領
土
を
返
還
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
和
条
約
を
成
立
さ
せ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。プ
ー
チ
ン
氏
の
下
心
は
、

　
第
二
次
世
界
大
戦
は
、一九
四
五
年
八
月
十
五

日
に
終
わ
っ
た
。

　
私
は
中
学一年
生
で
あ
っ
た
。私
は
正
直
な
と

こ
ろ
、ほ
っ
と
し
た
。米
軍
の
残
虐
な
仕
返
し
は

怖
か
っ
た
が「
明
日
か
ら
は
空
襲
は
な
い
の
だ
な
」

と
言
う
安
堵
感
は
格
別
で
あ
っ
た
。

　
父
は
、軍
用
飛
行
場
を
つ
く
り
に
出
か
け
、幼

い
私
が
家
事
、食
料
調
達
等
の
す
べて
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。進
駐
し
て
く
る
米
軍

は
、我
々
に
復
讐
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、姉
と
妹

を
守
って
戦
う
つ
も
り
で
も
あ
っ
た
。

　
山
の
畑
の
、ま
だ
十
分
に
熟
し
て
い
な
い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
取
り
に
行
っ
た
。帰
り
に
リ
ュッ
ク一杯

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
背
負
っ
て
空
知
大
橋
を
わ
た
っ

た
。夕
闇
の
中
に
、異
様
に
明
る
い「
光
の
集
団
」

が
見
え
る
。見
た
こ
と
の
な
い
明
る
さ
で
あ
っ
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
だ
」誰
か
が
叫
ん
だ
。

　
私
は
機
関
銃
の一斉
射
撃
で
殺
さ
れ
る
と
思
っ

た
。幼
い
妹
を
横
抱
き
に
し
て
、空
知
川
に
か
か

る
長
大
な
鉄
橋
を
走
っ
た
。だ
が
、千
台
い
た

大
国
で
あ
る
。　

私
は
、学
生
時
代
に
極
北
の
こ
の
都
市
の
陰

鬱
さ
に
触
れ
、そ
の
重
さ
、深
さ
が
、ト
ル
ス
ト

イ
を
生
み
出
し
た
の
だ
と
し
み
じ
み
思
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
氏
の
悪
質
さ
も
、ス
タ
ー
リ
ン
の
そ
れ

に
比
す
べ
く
も
な
い
。ロ
シ
ア
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

は
、必
ず
息
を
吹
き
返
す
と
私
は
思
う
。プ
ー

チ
ン
氏
は
必
ず
敗
れ
る
。

　
但
し一
九
四
五
年
、日
本
の
敗
戦
当
時
、大

陸
か
ら
引
き
揚
げ
る
途
中
の
日
本
人
に
、ソ
ビ

エ
ト（
ロ
シ
ア
の
）兵
士
が
、ど
れ
ほ
ど
残
虐
無

道
の
犯
罪
行
動
を
と
っ
た
か
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　
私
が
高
校
二
年
の
時
、同
学
年
と一
年
に
美

し
い
姉
妹
が
い
た
。だ
が
、そ
の
二
人
を
私
は
ど

う
し
て
も
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
気
づ
い
た
の
だ
が
、二
人
と
も

満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
あ
っ
た
。恐
ら
く
、

引
き
揚
げ
の
途
中
、ロ
シ
ア
兵
か
ら
言
語
に
絶

す
辱
め
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。今
、血
が

逆
流
す
る
ほ
ど
の
怒
り
を
覚
え
る
。

　
戦
い
に
敗
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、女
性
の
名

誉
が
、か
く
の
ご
と
く
辱
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

　
若
き
生
徒
諸
君
に
は
、将
来
国
家
を
担
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
身
と
し
て
、こ
の
こ
と
を
熟
慮

し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
諸
君
の
体
格
は
、最
近
ま
た
、ぐ
ん
と
大
き

く
な
っ
た
。食
べ
物
が
良
い
の
だ
と
思
う
。嬉
し

い
こ
と
で
あ
る
。

　
諸
君
に
は
、賢
く
、健
や
か
に
育
っ
て
も
ら
い

た
い
。

世
界
平
和
と

日
本
の
独
立
を

守
り
抜
く
た
め
に
　
　
　

狭山ヶ丘高等学校
狭山ヶ丘高等学校付属中学校
校長 小川義男
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高等 学 校 付属 中 学 校

2023（令和５）年６月１日 狭山ヶ丘通信201号 （４）

【第2回】 9 /10（日）10:00～11:30
【第4回】11/ 4 （土）14:00～15:30

【第3回】10/21（土）14:00～15:30
【第5回】12/ 2 （土）14:00～15:30

今後の開催日

受験に向けて本格的に準備をス
タートしていく夏休み前に、ぜひ
本校を知ってください！

なお説明会のあとには、個別相談も行ってお
ります。説明会と合わせてご参加ください。

体験授業や校内見学、個別相談など、
実際に体験していただき本校のことを
知っていただけるイベントをご用意し
ております。

狭山ヶ丘高等学校・同付属中学校   TEL  04-2962-3844 事前に電話予約をいただければ、ご案内いたします。ご希望についてご連絡ください。

ご来校には公共交通機関・送迎用スクールバスをご利用ください。

7月30日 日7月30日 日日日

入試対策学習法
ガイダンスが
あります！

各回10:00～11:30

10:00
  ～11:30

【第2回】８ /27（日）　【第3回】 9 /23（土・祝）
【第4回】10/29（日）　【第5回】11/19（日）

校内見学も
自由
です！

8月19日 日8月19日 日土土

ご予約や資料請求は、本校ウェブサイトで！
https://www.sayamagaoka-h.ed.jp/

●ご予約は、開催日3週間前の9：00から開催日3日前の23：59まで受け付けております。
●個別相談をご希望の方は、事前に個別相談用紙をプリントアウトし、ご記入いただきご持参ください。
●校舎内は、上履きは必要ございません。また、昼食の販売はございません。

【一般公開】　ベルーナドームにて生徒たちが様々な競技に挑みます！

6月28日（水）

高等学校個別相談会 付属中学校オープンスクール

お問い合わせ 学校見学　

【一般公開】　模擬店や趣向を凝らした展示を行います。

狭丘祭（文化祭） 

体育祭

9月9日（土）・10日（日）

◉入試について　　 ◉高校生活への不安
◉授業内容について ◉進路について
◉部活動について　 ◉学費について

第1回 10月14日土14：00～17：00
第2回 12月16日土 9：00～12：00 / 13：00～16：00
第3回 12月26日火 9：00～12：00

今後の開催日

主なご相談内容

気になる「コースのこと」、「部活のこと」、「学校生活のこと」、
「学費のこと」…何でもお答えいたします！　
当日参加も可能ですが、本校ウェブサイトで事前予約をしていただけ
ますとスムーズにご参加いただけます。ぜひ、ご来校ください！

第1回

全3回　※個別相談のみです。 WEB予約制

予約優先
当日参加可

予約優先
当日参加可

「
気
に
な
る
」が「
な
る
ほ
ど
」に
な
り
ま
し
た

「
気
に
な
る
」が「
な
る
ほ
ど
」に
な
り
ま
し
た

「
気
に
な
る
」が「
な
る
ほ
ど
」に
な
り
ま
し
た

7月17日 日7月17日 日月・祝10:00
  ～11:30

第1回

※スクールバスの運行無し。

駐車スペースがないため、
車での来校はご遠慮ください。

体験授業や校内見学、個別相
談など、実際に体験していた
だき本校のことを知っていた

だけるイベントをご用意しております。

英語は小川校長直伝！ 現役生徒による学校紹介！

乗車場 来校用

13:30

下校用

11:30から順次
【入曽便・箱根ヶ崎便・入曽経由川越行便】

入曽駅東口（西武バス折り返し所）

箱根ヶ崎駅西口（送迎バス④乗り場）

入曽駅東口（西武バス折り返し所）

箱根ヶ崎駅西口（送迎バス④乗り場）

午前開催
（10時開催）

午後開催
（14時開催）

【入曽・箱根ヶ崎便】15:30から順次
【入曽経由川越行便】16:00・17:00

9:00・9:15・9:30

9:05・9:30

狭山ヶ丘
高等学校・同付属中学校学校

説明会の
ご案内

w
e
b
版
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
一
部
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。



体 育 祭

中 学 生

狭 丘 祭

授業だけでなく校内外で行われる様々な行事を通して多くの体験が味わえます！

全学年：軽登山・理科実習・
　　　 校外学習・合唱コンクール・
　　　 英語スピーチコンテスト・
　　　 芸術鑑賞会
２年生：宿泊研修
３年生：修学旅行・ポスターセッション

協働する力を育む「軽登山」

9月9日（土）・10日（日）9月9日（土）・10日（日）
ベルーナドーム
6月28日（水）
ベルーナドーム
6月28日（水）

心
身
を
育
て
る
学
校
行
事

その他行事

高 校 生

全学年：芸術鑑賞会
１年生：スキー教室・校外学習
２年生：修学旅行（沖縄）・校外学習

その他行事

（３） 2023（令和５）年６月１日狭山ヶ丘通信201号

本公演は、電子チケットサービスteketで、無料の入場整理券をお申込みいただく必要があります。
右のQRコードを読み取って、お申し込みください。入場整理券をお持ちでない方は、ご鑑賞いただけません。
お申込み〆切は、6月4日（日）16時30分までです。なお、予定配布枚数に達しますと配布を終了いたします。

　吹奏楽部は6月4日(日) 狭山市市民会館にて、第46回定期演奏会を開催します。フレッシュな新入生が入部し、一層にぎやかに
なった私たちの演奏を多くの皆様にお楽しみいただけるよう、日々切磋琢磨しながら練習に励んでいます。活動をしていくなかで、
笑ったり、話し合ったり、時にぶつかったり、励まし合ったりしながら、多くの困難を仲間と共に乗り越えてきました。そんな私たちの
集大成である定期演奏会です。
　演奏曲目は、第1部と第3部は、2023年度全日本吹奏楽コンクール課題曲全曲、ノートルダムの鐘、コンクールの自由曲などのク
ラシックステージをお届けします。第2部では演奏に加え様々な演出をお楽しみいただけるポップスステージとなっております。皆様
お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

吹奏楽部副部長 （  年  組） 草場　そら

　プロ野球の公式試合やミュージシャンのコンサートが行われる
ベルーナドームを、中学生・高校生ともに初夏の暑さに負けず駆け
抜けます。体育祭の華であるリレーや騎馬戦をはじめとして、様々
な競技がクラス対抗で行われ、皆が優勝を目指します。クラス応援
旗のコンテストも行われ、ドームの外野フェンスを彩ります。競技
だけでなく、昼休みの創作ダンス部による発表や吹奏楽部による
演奏、放送部による競技実況もぜひお楽しみ下さい。

理科実習

　各クラスや部活動による展示やアトラクション、ステージ
等、来場者の方にも好評をいただき盛り上がる狭丘祭は、
一般公開です。中学生の日頃の学習成果の発表や、部活動
のステージ、高校生の工夫ある展示をお楽しみいただけま
す。高校３年生の個性的な食品の模擬店や、ＰＴＡ・後援会
による模擬店は毎回盛況です。

吹奏楽部 第46回定期演奏会を開催します。吹奏楽部 第46回定期演奏会を開催します。
ご鑑賞には、事前に入場整理券をお申込みいただく必要がございます。

2023年6月4日（日）
開場 13：15　開演 14：00

狭山市市民会館大ホール

　中学1年生から3年生が、それぞれ年に一度「軽登山」を行います。
　高尾山や子ノ権現など、学校の近郊にある山から生徒の成長に合わせて選定
しています。登っていくにつれて体力や精神力の限界が近づいてきますが、仲間
同士で励まし合い、背中を押し合いながら全員で登頂したときの感動や達成感
は、かけがえのないものです。軽登山を通して、協働する力を育んでいます。

校外学習 修学旅行 芸術鑑賞会 スキー教室

6月

9月 11月 11月 2月

宿泊研修
10月

校外学習
10月

修学旅行
10月

5月

合唱コンクール
11月

英語スピーチコンテスト
1月

ポスターセッション
2月

一般公開 一般公開
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朝・放課後ゼミ開講中朝・放課後ゼミ開講中

２年 Ｉ 組
藤野 美花
  年   組
藤野 美花

各クラブの詳細は、
本校ウェブサイトを
ご覧ください。

Q1 本校のⅣ類にどのような魅力を感じて志望しましたか？

Q2 実際に入学し、クラブと勉強の両立はできていますか？

Q3 学校生活はどうでしょうか？

Q4 今後の進路に向けて、意気込みをお願いします！

ク ラ ブ 一 覧

（２）2023（令和５）年６月１日 狭山ヶ丘通信201号

本校では、コースに関わらずクラブに所属しながら勉学に励む生徒が多く見られ
ます。今年で8年連続10回目の関東大会出場を果たした強豪である女子バレー
ボール部に所属しながら、希望する進路に向け、勉学に励む生徒の声です。

　実は、初日は3列目になってしまい、2日目は2列目、3日目からは、やっと最前
列に座ることができました。周りのレベルが高いところで、自分を磨きたい一心
で、本校を専願で選びました。校長先生の朝ゼミでは、同じところを丁寧に繰り
返してくれるので、定着しやすいです。自分たちのために、早起きしてくださって
いる校長先生には、とても感謝しています。将来は、東京大学に合格した先輩方
のように、難関国立大学を目指したいです。

●年●組 山本 健太
　人生初の朝ゼミでは、まさか、校長先生に直接ご指導いただけるとは考えて
もいなかったので、驚きました。英語は、そんなに得意なほうではありませんが、
校長先生の説明は大変分かりやすいので、最後まで続けられそうです。お体に
気を付けて、続けていただきたいと思っています。また、遅くまで仕事をしている
にもかからず、毎朝早起きしてお弁当を準備して、いつも暖かく見守ってくれる
母に感謝しています。

　現在私は小学校教員になるため勉強に励み、小学生と関わる
サークルで活動するなど、充実した日々を過ごしています。
　本校で過ごした3年間、私は自主学習の一環としてゼミを積極
的に受けてきました。朝ゼミ・放課後ゼミ、教科を問わず自分に足
りない部分を補強するために受講し、様々な問題に挑戦しました。
先生方の解説は丁寧で、解けなかった問題がわかるようになる度

に理解が深まっていくことを感じました。特に3年次は共通テストなど受験対策のゼミ
も多く開講され、心強く感じました。一人で学習を進めていると、何をするべきかわから
ず不安になることもあります。しかし私はゼミを通じて自分の弱点を知り、学びに活か
すことができました。

●年●組   瀧澤 しほり

寺下 萌花

  年   組 樋口 巧

各教科の教員によるゼミも続々開講されています。

　本校のゼミの魅力は一言でいえば、”高い柔軟性”だと考えています。
　基礎から応用まで、更には一分野に特化したものまで様々なゼミが
開講されています。そして何を受講するかを自分で選ぶことができま
す。ですから、幅広い選択肢の中から自分に必要な講座を選び、効率的
な学習法を確立することができます。
　私が受講しているゼミの一つに、難関国立大対策現代文ゼミという
ものがあります。これは高レベルな国立大学の現役合格を目指す高校3
年生向けに開講されているゼミです。良問の分析を通じて、解答を作る
力がつくのを実感できます。このゼミのように、授業では扱いきれない
内容を学ぶことができるのも大きな魅力です。
　ゼミは自分の学力を自主的に伸ばす良い機会になっていると感じて
います。目標達成のために引き続き頑張っていきたいと思います。

ゼミを受けている現役生の声ゼミを受けている現役生の声

　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々
と開講されています。
　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英　4月17日（月）からは、小川校長による英
語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対
象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に
かけて行われ、英語の原書を自力で読み進かけて行われ、英語の原書を自力で読み進かけて行われ、英語の原書を自力で読み進かけて行われ、英語の原書を自力で読み進かけて行われ、英語の原書を自力で読み進
めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。めることで、英語の向上を目指しています。

　新年度が始まり、朝・放課後のゼミが続々
と開講されています。
　4月17日（月）からは、小川校長による英
語の朝ゼミが始まりました。高校１年生を対
象にする校長のゼミは、月曜日から金曜日に
かけて行われ、英語の原書を自力で読み進
めることで、英語の向上を目指しています。

無 料

　　　　クラブに専念しながらも、自分に合った学力で勉強できるというところ
と、同じような目標を持っている仲間と一緒に生活することで、自分にとっていい
刺激になると思ったからです。

　　　　部活動と勉強の両立はやはり大変です。夜遅く疲れて帰って来てから勉強するのは
体力的に厳しいです。ただ、わからないところを質問に行くと先生方が丁寧に教えて下さいま
すし、担任の先生も面談などで細かくサポートしてくれるので、自分のペースで学習できます。

　　　　先生方は私たちのペースに合わせて授業を進めてくださるので一つ一つ
理解しながら勉強できています。また、野球部の生徒がクラスに多いので、クラス
の雰囲気が明るく自然と笑顔になれて、毎日が楽しいです。

　　　　私は大学受験を視野に入れています。進路選択の幅を広げるために進路ガイ
ダンスや、LHRでの進路学習を通して自分の進む道を模索しています。まず、きちんと学習
を定着させるために、日頃から予習・復習をしっかりと行い、試験で良い成績を残します!!

A

A

A

A

ゼミを受けていた卒業生にも、当時を振り返ってもらいました！ゼミを受けていた卒業生にも、当時を振り返ってもらいました！ゼミを受けていた卒業生にも、当時を振り返ってもらいました！

狭山ヶ丘だから味わえる狭山ヶ丘だから味わえるクラブ活動！！クラブ活動！！クラブ活動！！
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